
2025年度 授業改革推進プラン（７月計画・１月評価）                      1５ 成瀬台小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童生徒調査 

①

 
７８．６ ８３．０  

 

８７．６ ９２．０  

 

具体的な手だて① 

・見通しをもって学習に取り組めるように、「学び

マップ（仮）」として、単元の導入や授業の導入で

は、学びのアウトラインを視覚的に示し、学習を進

められるよう、ミニホワイトボードを使う。 

具体的な手だて② 

具体的な手だて③ 

・活動の時間を十分に確保するために、教師は「わ

かりやすい指示や説明」に取り組む。また、活動時

間には教師は児童を見取るとともに、質問しやす

いように「傾聴する声かけ」をしていく。 

教員調査 

９３．0

（意識や

方法） 

 

いる。 

７７．８ ８２.0      

総括（７月） 

５月に実施した校内アンケートからは、授業内で「学習課題や学習過程等、児童生徒が学び方を選択する場面を

設定しているか」について教員と児童間に意識の乖離があることが分かった。児童自身が見通しをもって学習

に取り組み、情報の整理や表現方法を選択し、教師がそれらを支える構造が必要である。そこで、本年の校内研

究では「学習環境の整備」「授業づくり」「教師の関わり方」の３観点で授業改革することとした。今年度は全学年

の研究授業を通して全教員が授業力を高め、児童によりよい学びを実現できるようにしたい。 

総括（１月） 

 

 

 

学び続ける力を育むための重点目標 

〇児童が自ら学習計画を立て、多様な学習方法の中か

ら最適なものを選択・構築する力を育み、生涯にわた

って学び続ける自律的な学習者を育成する。 


